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第68回 橿原警察署協議会

開催日時 令和６年２月27日（火）午後１時25分から午後２時50分（85分）

開催場所 橿原警察署 ４階研修場

出 席 者 協 議 会 中井会長 小西副会長 藤田委員 田中委員 熊本委員 河合委員

(定数12名) 奥窪委員 関谷委員 岩井委員 福田委員 青木委員 米田委員

以上１２名

警 察 署 署長 副署長 会計官 刑事官 警務課長(司会) 留置管理課長

（12名） 生活安全課長 地域課長 刑事第一課長 交通課長 警備課長

県民サービス係主任 以上１２名

開催概要 １ 会長挨拶

橿原警察署の皆様方には、安全で安心な地域社会の実現に向け、日夜、

活動いただいていることに、お礼申し上げる。

本日は、私たちからの意見について回答していただくとともに、飲酒状

態体験をさせていただけるとのことです。

飲酒運転の撲滅については、警察としても尽力していただいているとこ

ろではあるが、大切なことは、我々市民自身が飲酒運転の危険性について

認識することだと思う。

体験させていただいたことをいかし、協議会としても飲酒運転を無くす

ためにできることを考えていけたらと思っている。

また、本日も委員の皆様には、安全で安心な地域社会実現のため、貴重

なご意見を賜りたいので、よろしくお願いする。

２ 署長挨拶

平素は警察活動に深いご理解と多大なるご支援、ご協力をいただいてい

ることに対し、御礼申し上げる。さて、第65回橿原警察署協議会において

諮問させてただいた「優秀な人材の確保について」に対し、皆様から、「女

性警察官リクルーターの登用」「体育会系イメージの払拭」との答申をい

ただいた。その答申に対し、橿原警察署では、「様々な経歴、部署、年齢

層の警察官でリクルーターを構成」「橿原警察署独自の採用パンフレット

の作成」という取組をさせていただいた。この取組を昨年11月の警察署協

議会連絡会議において発表していただいたところ、本部長や奈良県公安委

員会委員長からは、「今回の取組は、警察官の顔が見える活動として、県

民との距離を縮める非常に有効な活動である。」とのコメントがあった。
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今回の協議会は本年度最後となるが、本協議会においても、委員の皆

様方から警察活動に対して忌憚のないご意見をいただき、我々の活動に

結びつけていきたいと考えているので、積極的な発言をお願い申し上げる。

３ 議事

議事に先立ち、定足数の報告及び警察署協議会の説明を行った。

⑴ 各課の業務報告

警務課長、生活安全課長、地域課長、刑事第一課長、交通課長、警備課長

が業務報告を行った。

⑵ 警察活動全般にわたる要望・意見

ア 道路環境の改善について

イ 高齢住民の対応について

ウ 薬の大量摂取事案の取扱いについて

４ 議事録公開の可否

個人のプライバシーに係る部分を除いて公開とする。

５ 飲酒状態体験・飲酒検知体験

酒酔い体験ゴーグル、飲酒検知器等を使用して、各体験を実施した。

そ の 他 次回協議会の開催予定

令和６年６月頃

※ 詳細については、事務局が調整の上、会長と改めて協議して決定

会議において特筆すべき事項

なし


